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2024 年 8 月 25 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 67 巻第 22 号（通算 3404 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
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きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマの人々への手紙 5：5） 



招
まね

きの詞
ことば

 詩編 98 編 1－3 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

    1賛歌。 

 新しい歌を主に歌え。 

まことに主は奇
く

しき業を成し遂げられた。 

主の右の手、聖なる腕が救いをもたらした。 

2主は救いを知らせ 

 正義を国々の目の前に現された。 

3イスラエルの家に対する 

 慈しみとまことを思い出された。 

 遠く地の果てまで 

 すべてのものが我らの神の救いを見た。 

 

聖書 エフェソの信徒への手紙 5 章 11－20 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 11実りのない闇の業に加わらず、むしろそれを明るみに出しなさい。12彼らがひ

そかに行っていることは、口にするのも恥ずかしいことなのです。13しかし、すべ

てのものは光によって明るみに出されて、明らかにされます。14明らかにされるも

のはみな、光だからです。それゆえ、こう言われています。 

 「眠っている者よ、起きよ。 

  死者の中から立ち上がれ。 

  そうすれば、キリストがあなたを照らされる。」 

 15そこで、知恵のない者ではなく、知恵のある者として、どのように歩んでいる

か、よく注意しなさい。16時をよく用いなさい。今は悪い時代だからです。17だか

ら、愚かにならず、主の御心
みこころ

が何であるかを悟りなさい。18酒に酔ってはなりませ

ん。それは身を持ち崩す元です。むしろ、霊に満たされ、19互いに詩と賛歌と霊の

歌を唱え、主に向かって心から歌い、また賛美しなさい。20いつも、あらゆること

について、私たちの主イエス・キリストの名により、父なる神に感謝しなさい。 

  



  

《先週のメッセージより》2024 年 8 月 18 日 

「何が罪か、法より大切なもの」より     牛田匡牧師 
聖書 ヨハネによる福音書 8 章 1－11 節  

 今回のお話は「姦淫の女とイエス」という小見出しが付けられているお話で

した。当時の律法では「姦淫」は死刑とされる重罪でしたが、その現場で捕ら

えられた女性が、イエス様の前に連れて来られました。もしイエス様が「赦し

てやりなさい」と言えば、「律法を無視した」ということで告発され、「律法通

りに殺しなさい」と言えば「罪人の仲間」と言っておきながら、やはり女性を

殺すのかと言い立てられる状況でした。しかし、イエス様は「罪を犯したこと

のない者が、まず、この女に石を投げなさい」（7）と言い、その結果、女性を

連れて来た人々は、一人また一人と去っていき、誰もいなくなりました。ここ

で語られている「姦淫」の詳しい内容は分かりません。仮にこの女性が性暴力

の被害者であったとしても、当時はそれも「姦淫」として断罪されました。こ

の女性は、自身でも「姦淫の罪を犯してしまった」という罪責感を感じていた

でしょうし、もうすぐ石を投げつけられて殺されるかもしれないという恐怖に

怯えていたことでしょう。周りから誰もいなくなった後、イエス様は彼女に「誰

もあなたを罪に定めなかったのか」「私もあなたを罪に定めない。行きなさい」

と言われました。ここで言われている「罪に定めない」という言葉は、元は「判

断しない」という言葉です。ですから、イエス様はここで「誰もあなたが有罪

が無罪かを判断しない。だから、私も判断しません」と言われたわけです。そ

う言いながらイエス様は彼女に対して「だから、あなた自身も、自分で自分の

ことを罪があるかないか、穢れているかどうか、なんて判断する必要はないの

ですよ」と伝えているのではないかと思います。 

 いつの時代でも、人が作る法律は、間違うことがあります。本来の目的が見

失われて、誤って運用されることもあります。聖書に記されている「律法」も、

本来は命の神に従うため、命を守るためのものであったはずですが、それがい

つしか人を断罪するために用いられるようになってしまいました。それでは本

末転倒ではないか。イエス様の数々の言葉と振る舞いは、そこにメスを入れ、

厳しく糾弾されたものでした。「私はあなたを判断しない。あなたもあなた自

身を判断せず、そのままで行きなさい」。このイエス様の言葉から、私たちは

法や規則、ルールをその表面、字面を単になぞるのではなく、その奥にある本

来の目的、目の前の一人一人の人、小さくされている命に目を向け、命を守り、

命を生かすために、今日もここから、罪を定める固定観念から解放されて歩み

出して行きます。 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



 

◎ 先週の報告 8 月 18 日  

 礼拝出席 大人 6 名 子ども 3 名 

 献金 大人 5,000 円 中継視聴者数 21 回 感謝 

 礼拝後に釜ヶ崎支援の「おにぎり支援」として、177 個のおにぎりを作って、釜ヶ

崎・いこい食堂にて皆様にお配りいたしました。どうもありがとうございました。 
 
◎次週 2024 年 9 月 1 日（日）聖霊降臨節第 16 主日礼拝 

 招きの詞 詩編 65 編 6 節 

 聖 書 ヨハネによる福音書 8 章 31－36 節 

 メッセージ 「真理はあなたを自由にする」牛田匡牧師  

 賛美歌 21－69 番（©JASRAC）、21－394 番（©P.D.）、21－471 番（©P.D.） 

 礼拝の後で、8・9 月の「教会を考える会」を行います。 
 
◎お知らせ 

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」は、ホームページに掲載しています。

また中継録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いただくことも可能です。 

・本日 8 月 25 日（日）まで高石教会にて、平和月間特別写真展「川の記憶 ～ヒロ

シマ 今も忘れない～」が開催されています。入場料は 

無料で、どなたでもご鑑賞いただけます。 

高石教会のウェブサイトは右の QR コード。 

           

・9 月 16 日（月・休）11 時～16 時半にかけて、茨木教会（JR 茨木駅・徒歩 10 分）

にて、「日本キリスト教団青年大会 2024」が開催されます。対象はキリスト教学校

などで初めて教会を知った方々を含む、日本基督教団の教会とつながりがある青

年（高校生・大学生・社会人）たちです。全国 6 会場で開催される大会をオンライ

ン中継でつないで礼拝、講演、全体会が 

実施されます。その他、各会場にて昼食、 

分団が行われます。講師は野田沢さん、 

久保哲哉さん、堀岡満喜子さんです。 

参加費は、昼食代として 1,000 円です 

申し込み・詳細は下記の 

QR コードより。 

 申し込みの〆切は 

 8 月 31 日（土）です。 

        
◎ 次週以降の行事予定 

 メッセージ 行事 

9/1 牛田匡牧師 ユーカリスト・教会を考える会 

9/8 水谷憲牧師  

9/15 牛田匡牧師 敬老の日礼拝 

9/22 水谷憲牧師 
（14時～16時、河内地区合同壮

年会、於：八尾教会） 

 
 


